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大正八・九年流行感冒病死者の供養塔　― 忘れてはならないインフルエンザの脅威 ―

　日々参拝者で賑わっている一心寺（天王寺区逢阪二丁目）ですが、その本堂の向かい側に、「大正八九年流行感冒病死
者群霊」と刻まれた高さ３ｍほどの供養塔がひっそりと建っています。これは俗に「スペイン風邪」と呼ばれ、世界全体
で数千万人の死者を出したインフルエンザの恐ろしさを今に伝える貴重な石碑です。
　この時のインフルエンザは、まず大正７（1918）年の春にヨーロッパで流行し始め、
同年８月下旬頃から日本でも蔓延の兆しが現れ、大正10（1921）年７月に至るまで３回
の大きな流行期がありました。特に第１回目の流行期は熾烈で、大正８（1919）年１月
中頃までに全国の患者数が約２千万人（当時の全人口の３分の１以上に当たる）、死亡
者数が20万４千余人に登り、大阪府内でも１万人以上の死者が出ました。重要文化財 
東京駅丸ノ内本屋や日本銀行大阪支店などを設計した著名な建築家である辰野金吾
も、この年３月にインフルエンザから肺炎をおこして亡くなっています。
　この供養塔を建立したのは、道修町で薬種業を営んでいた３代目小西久兵衛氏と妻
の吉栄さんです。久兵衛は、大正期に薬種商の徒弟を対象とした夜学「小西薬剤学校」
を開き、昭和４（1929）年には女子教育の重要性を確信して大阪女子商業学校（現あべ
の翔学高等学校）を設立したことでも知られます。石碑は大正11（1922）年12月に建立
されており、そこにはインフルエンザの世界的大流行がようやく終息したことへの安
堵と後世への教訓が込められているように思われます。
 （大阪市教育委員会　文化財保護課）
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